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2024 年ＪＯＤＡナショナルチーム選考方針（公示） 

 

1. 選考対象選手権（以下選手権） 

1.1   IODA 世界選手権大会 

派遣 5 名 2024.12.5～12.15  開催地：アルゼンチン  マル・デル・プラタ 

 

1.2   IODA アジア＆オセアニア選手権大会   

派遣 10 名 2024.11.5～11.12 開催地：インド ムンバイ・マーブ ビーチ 

 

1.3   IODA ヨーロッパ選手権大会  

派遣 4 名 2024.6.29～7.06  開催地：イタリア マリーナ・ディ・カラーラ、ナウティコ ヨットクラブ 

 

1.4   参加人数は最終選考会閉会式までに選手権主催者と確認した人数にて選考する。 

 

2．最終選考会での内定 

   ＜内定手順＞ 

2.1 上位より 5 名をIODA世界選手権に内定する。他の選手権を選択することはできない。 

2.2 それに次ぐ順位の選手は、その選手の意思によりIODAアジア・オセアニア選手権または 

 IODA ヨーロッパ選手権に内定する。（各選手権への参加人数は閉会式までに各選手権 

 主催者と確認した人数にて選考する）  

 既に一次選考会レース公示 18.3 でアジア選手権に内定している選手がいる場合はその 

 選手を優先する。その選手がアジア選手権を辞退した場合は、一次選考会の次位者による 

 繰上げは認めない。 

2.3 各大会に内定した選手は、その発表の場において参加の意思表示を行わなければならない。 

2.4   参加の意思表示について、「辞退」はできるが「保留」はできない。 

2.5 辞退者等の事情により派遣可能最大人数に満たないまま最終位まで到達した場合でも 

 最終選考会に参加していない選手の繰上げ等は行わない。 

2.6   本選考会が成立しなかった場合、1 次選考会の成績上位者から順に内定する。 

2.7 本選考会終了後に内定者がやむを得ない事情で辞退しても、原則以下は行わない。 

①本選考会下位選手への繰り下げ。 

②内定済選手との組み替え。 

2.8 最終選考会終了後に内定者を追加する場合、内定されていない上位者（最終選考会当日辞退 

 者含む）より順にヒアリングして内定する。内定済み選手との組み替えは原則行わない。 

2.9 最終選考会終了後に「選手権が不開催」、「派遣中止」となった場合、他の選手権の内定選手 

     と組み替えは原則行わない。 

2.10  最終選考会終了後に各選手権の参加可能人数の減少が発生した場合、該当選手権内定者 

 のうち、最終選考会下位の選手から内定を取り消す。ただし、該当選手権がアジア＆オセア 

 ニア選手権の場合、一次選考会による内定者を除く。 

2.11 内定された選手は、閉会式後の内定者ミーティングに保護者と共に出席しなければならない。 

 内定者ミーティングにて、内定から正式認定までについて説明を行う。 内定者ミーティングは 
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 60 分から 90 分を予定している。 

2.12 内定者が、陸上海上を問わずスポーツマンシップ、フェアプレーの原則および一般常識から 

 逸脱した行為があったと認められる場合、JODA理事会決議によって内定を取り消すことが 

 ある。 

2.13 JODAは内定取り消しにともなう、いかなる損害賠償にも応じない。 

2.14   感染拡大や自然災害など諸事情による特別な状況が発生した場合は、別途JODAにて 

派遣方針を協議する。 

2.15   選考会レース公示(NOR)とJODA 2024NT選考方針との間に、内容の矛盾が生じた場合は、 

JODA 2024NT選考方針の項目を優先する。  

  

3．ナショナルチーム認定 

3.1  内定選手は最終選考会後開催されるJODA主催のナショナルチーム合宿に全日程、必ず 

 参加すること。 

3.2  ナショナルチームに相応しい心技体を保有している内定選手をJODA理事会にて認定する。 

3.3   JODA理事会により内定選手の認定取消があった場合、最終選考会の下位選手への繰り下げ

は行わない。認定後も同様とする。 

3.4  JODAは認定取り消しにともなう、いかなる損害賠償にも応じない。 

3.5  ナショナルチーム帯同の役員は、各チームからの申請にもとづきJODA理事会にて認定する。 

3.6 派遣する役員は必ずJSAF及びJODAの会員でなければならない。 

3.7 世界選手権代表チームについて 

   ・世界選手権代表チームのコーチはJODAと協議の上決定する。 

 ・世界選手権代表チームにはJODAから補助金が支給される。補助金の内容詳細は 

 閉会式後の内定者ミーティング又はナショナルチーム合宿にて説明する。 

 ・世界選手権代表チームの国代表には大会期間中に開催させるIODA総会「AGM」への 

 参加をお願いすることがある。但しJODAから派遣されたときはその限りではない。 

 

4．不開催又は不成立時の措置 

4.1   最終選考会が不開催又は不成立 

      年齢条件を満たす全日本選手権の上位選手から順にヒアリングしてナショナルチームに内定

する。 

4.2   ナショナルチーム合宿が不開催 

     JODA が内定選手の日頃の活動を個別に確認し認定する。                

    

5．海外派遣に関する費用精算について 

5.1   海外各大会公示のエントリー費用など、ナショナルチーム認定の日程により、支払期日に 

間に合わないと判断された場合、JODAが代行してその費用を立替える。 

5.2   ナショナルチーム内定後、すみやかに 5.1 のJODA立替金の精算を行うこと。 

5.3   ナショナルチーム内定後、公示内容の変更や派遣条件の変更などにより、新たに発生する 

費用など、いかなる費用もJODAは保証しない。 

 

以上  


